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　動物を用いた行動実験は，加齢やその他の脳の
障害に伴う認知上の障害，あるいは脳の異常を伴
う発達障害の研究等において，障害のモデル動物
作成および行動観察において重要な役割を担って
いる。
　本研究の目的は，加齢や発達過程でみられる脳
神経系の変異が，行動上にどのような変化となっ
て現れるのかを調べる事である。今年度は特に，
長期に渉る感覚，認知能力，運動能力の変化に注
目し，マウスを用いて，脳神経疾患のモデル動物
の行動変異を測定するテスト項目を明らかにする
ことを目的とした。
　本研究の目的を達成するため，感覚（視覚，聴
覚），認知，運動能力を常時測定することが可能
なオペラント行動測定装置を設計，制作した。昨
年度に引き続きマウスの行動量を測定し続けた。
既に活動の日周期，オペラント反応量が安定して
いることが見いだされているが，引き続き長期
の，感覚，認知，運動等，活動レベルおよび学習
能力の測定を継続している。
実験の方法
　本実験ではマウスを用い，個別の回転籠および
学習実験箱つき飼育箱において，活動量，学習行
動を測定した。学習実験箱は，正面パネル中央
に餌台，その下に給水口，餌台の左右に２個の
LED ランプと，その下に反応用レバーを設置し
た透明アクリルの箱（W10 × H13 × D15cm）で
ある。水は飼育箱部分で自由に与えた。
　今年度は，今まで用いてきた反応用レバーに加
えて，中央に試行開始用のレバーを増やした。各
試行は，中央のレバーへの反応によって開始され
るようにした。
　学習実験課題：マウスは，餌を得るため，中央
のレバーを押してから，VR ８（レバー押し平均
８回に対して餌１個を与える）で，右側レバーと
左側レバーを交互に押さなくてはならない。ま
た，レバーを押す時間間隔は，短いフェーズと，
長いフェーズに分け，短いフェーズでは１秒間以
内，長いフェーズでは５秒間以上から８秒間以内
とした。短いフェーズから長いフェーズへの移行
はランダムに行い，LED の光を信号刺激として
交代した。
実験の結果と考察
　今回の課題では，中央レバーへの反応の後，反
応すべきレバー位置の交替は早期に学習可能で
あった。平均的なレバー押し反応数は，左右それ
ぞれ 300 回程度であり，誤反応数は徐々に減少
していった。今後，中央レバーへの反応後の時間
を増加させて，記憶を含めた学習能力を測定する
予定である。
「マウスを用いた脳の機能異常に関する研究」
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